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1. 組織の概要

(1) 名称及び代表者名
事業所名 日本電設サービス株式会社

代表取締役 吉澤　均二

(2) 所在地
本社・事務所 〒384-0805

長野県小諸市己字高峯96-5

資材置場 〒384-0805
第1 長野県小諸市己字高峯95-2
第2 長野県小諸市己字高峯96-8

松本営業所 〒390-1242
長野県松本市大字和田4020-25
Tel　： 0263-88-9239

上田営業所 〒386-0152
長野県上田市大屋28-14
Tel　： 0268-36-4520

(3) 環境管理責任者・連絡先
責任者 取締役　宮下　健司

連絡先 Tel　： 0267-22-0311
Fax ： 0267-22-9616
e-mail　：miyashita.kenji@nitidens.com

(4) 事業内容
総合建設業 （土木工事業、電気工事業、管工事業、舗装工事業、水道施設工事業

電気通信工事業、解体工事業、石工事業、とび・土工工事業）

(5) 事業の規模
創 業 1992年12月18日

資 本 金 30,000,000円

売 上 高 310,000,000円

本社 松本営業所 上田営業所

従業員数 19名 6名 5名
敷地面積 1,970㎡ 100㎡ 1,000㎡
資材置場 8,980㎡ - 400㎡

2. 認証・登録の対象組織・活動

登 録 組 織 名 ： 日本電設サービス株式会社

対 象 事 業 所 ： 本社・松本営業所・上田営業所

全組織・全活動・全従業員が対象である
レポート対象期間： 2022年6月1日～2023年5月31日
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4. 許可取得一覧

(1) 建設業に関する許可

長野県知事許可（特-３）18821号　令和３年　５月２５日
土木工事業　　　　電気工事業　　　　　とび・土工工事業
石工事業　　　 　　管工事業　 　　　　　電気通信工事業
舗装工事業　　　　水道施設工事業　　解体工事業

(2) 廃棄物の運搬処理に関する許可

行政 種類 番号 年月日 種類 台数 石綿 水銀

長野県 収集運搬 2000149570 H21.6.22 R1.6.22 R6.6.21
収集
運搬

12台 無 無

※自社の事業活動に伴う運搬のみ、生業とはしていない。

(3) 収集運搬許可車両

＜建設車両＞

車種 台数 台数

2T 5台 1台

2T 3台 1台

3T 1台 1台

4T 2台 1台

14T 1台 1台

ユニック CRW01615　　0.25㎥

ユニック BTN00875　 0.13㎥

大型トラック K0514713　　0.066㎥

車両形状 車種

平ボディ YDR-LTE　　12380ｋｇ

ダンプ SB-B9X　　　7800ｋｇ

許可

認可日 有効期限

許可 含有物有無
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5.

自然との共生： 無駄な資源の破壊をしない
　 地球環境の保全： 自然を慈愛し地球をいたわる、建設業工事の理を生かし、

温暖化社会に決別し、自然環境保全重視にシフトいたします

１、

２、

３、

４、

５、

６、

７、 環境に配慮し、環境破壊に繋がらない施工を推進します。

お客第一主義

環 境 経 営 方 針

≪基本方針≫

日本電設サービス株式会社　　スローガン

安全第一主義
先ず、安全・利益を生むは現場なり

環境経営方針は全社員に周知し、定期的な教育を行い、環境意識の向上に
取組みます。

誠実な企業活動から、お客様に最高の笑顔と信頼できる商品を提供いたします

地域敬愛主義
企業価値を最大限高め、地域に貢献いたします

行動指針

事業活動において、コンプライアンスに努めます。

事業活動における、電気、燃料、廃棄物、水道などの削減とリサイクル100%
達成に向けた取組をします。

地域に密着した事業活動と、ボランティア活動への積極的参加をします。

自社・社員を含めた、アイドリングストップ、エコドライブ等を推進しCO2排出量
の低減に取り組みます。

環境経営の継続的改善を実施します。

　　　　制定日　２０２０年１月１０日

　　　　代表取締役　　吉澤　均二　

　日本電設サービス株式会社
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６．　環境経営目標

単　位 基準値(2018年) 2021年目標 2022年目標 2023年目標

kg-CO2 167,918 162,880 161,201 159,522

（％） 100% 97% 96% 95%

kＷh 8,992 8,722 8,632 8,542

本　　　　社 10,593 10,275 10,169 10,063

松本営業所 578 561 555 549

上田営業所 4,072 3,950 3,909 3,868

本　　　　社 48,938 47,470 46,980 46,491

松本営業所 17,633 17,104 16,927 16,751

上田営業所 38,181 37,036 36,654 36,272

本　　　　社 5,226 5,069 5,017 4,965

上田営業所 198 192 190 188

㎥ 2.5 2.4 2.4 2.4

215.0 208.6 206.4 204.3

292,920.0 284,132.4 281,203.2 278,274.0

㎥ 218.0 211.5 209.3 207.1

（％） 100% 97% 96% 95%

ー

環境関連法規の遵
守

100% 100% 100%

近隣への騒音・粉塵
等の飛散防止及び、
過積載防止に努める

100% 100% 100%

中部電力㈱　　2018年度　二酸化炭素調整後排出係数　0.452kg-CO2/kＷhを使用

ガ
ソ
リ
ン

軽
　
油

灯
油 ℓ

ℓ

ℓ

実施件数/
　施工件数

現在使用してい
ない

化学物質環
境
に
配
慮
し
た
工
事

項　　目

ＣＯ２排出量

電力

水
削
減

二
酸
化
炭
素
削
減

廃
棄
物 産業廃棄物

一般廃棄物

水使用量

プロパンガス

環境に配慮した
工事

ｋｇ

-　5　-



7. 環境経営計画
二酸化炭素削減について

節電の徹底 → 事務所、倉庫の不要照明・不要換気扇オフ

OA機器適正管理 → 未使用時電源オフ・節電モードの徹底

エアコン温度管理の徹底 → 夏季：26℃～28℃　冬季：20℃～22℃

退社時電源チェック → 目視確認

※対象車両は営業用車両2台と許可取得済み（P5）車両とする

エコドライブの実施 → 急発進・急停止排除、経済速度の励行

アイドリングストップの実施 → エンジン停止、空ふかし排除

車両管理の徹底 → 車両点検、適正空気圧、エンジンオイル等の管理

運行管理の徹底 → 最適運行最短距離の選択

灯油ストーブ温度管理の徹底 → 冬季20℃～22℃

退社時電源チェック → 目視確認（最終退出者と同伴者）

廃棄物排出量の削減 一般可燃ごみ削減 → コピー用紙裏表利用

混合廃棄物の分別 → 産業廃棄物と有価物の分別を確実に行う

水使用量の削減 節水の徹底 → 清掃時、手洗い時節水を各自に行う

環境配慮 各現場の該当する環境関連法規の遵守

近隣への騒音・粉塵飛散防止に努める

グリーン購入 → 事務用品等の購入時に環境配慮製品を優先する

→
工事毎に、環境に配慮した
施工を行う

(1)

電気使用量の削減

ガソリン、軽油使用量の
削減

灯油使用量の削減

(3)

(2)

(4)
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８. 環境経営目標の実績と評価

2022年6月～2023年5月

基準値
（２０１８年度）

２０２２年度実績 評価

167,918 96% 161,202 187,759 116.5%

8,992 8,632 8,657 100.3%

4,064 3,902 3,912 100.3%

本社 10,593 10,169 7,421 73.0%

松本 578 555 1,058 190.5%

上田 4,072 3,909 4,382 112.1%

本社 24,576 23,593 17,216 73.0%

松本 1,342 1,288 2,455 190.5%

上田 9,447 9,069 10,166 112.1%

本社 48,938 46,980 31,420 66.9%

松本 17,633 16,927 20,218 119.4%

上田 38,181 36,654 2,144 5.9%

本社 126,260 121,210 81,063 66.9%

松本 45,492 43,673 52,162 119.4%

上田 98,508 94,568 5,532 5.9%

本社 5,226 5,017 5,067 101.0%

上田 198 190 432 227.3%

本社 13,013 12,492 12,612 101.0%

上田 493 473 1,075 227.2%

2.5 2.4 .10 4.2%

5 5 .22 4.2%

215.0 206.4 302.0 146.3%

292,920.0 281,203.2 337,105.0 119.9%

218 96% 209 287 137.1%

100% 125/125 100.0%

100% 125/125 100.0%

※*1中部電力(株)　2018年度二酸化炭素調整後排出係数　0.452㎏-CO2/ｋWｈを使用

※事業所間で工事により移動箇所での給油があり、単独事業所では数値が出せない為、来年度から実績では合
算にする事とし、２０２３年全社スタートの為次年度より、２０２２年度を基準とする。

環境に配慮した工
事

100%
実地件数/
　施工件数騒音・粉塵飛散・過積

載防止

法令遵守

２０２２年度
目標値

電力*1
（kWh）

96%

廃棄物

上下水道（㎥）

96%

CO2総排出量（kg-CO2）

項　　目

96%

プロパンガス

（㎥）
96%

CO2排出量

使用量

灯油
（ℓ）

CO2
排出量

使用量

CO2排出量

購入電力

軽油
（ℓ）

ガソリン
（ℓ）

CO2
排出量

使用量

CO2
排出量

使用量

産業廃棄物　㎏

一般廃棄物　㎏

購入水道量

96%

96%

96%

96%

96%
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9．２０２２年度実績の評価　（2022.6～2023.5）

(1) 電力

(2) 軽油、ガソリン

(3) 灯油

(4) 上下水道

(5) 産廃物

(6) 環境に配慮

工事現場での周辺の生物の多様性を保護したり自然生体系の保全措置事務所などでは紙の使
用量を減らす・使い捨て品を減らす・再利用可能な品目を使用する

電気料金の値上げの要因は新型コロナウイルスの感染症が原因で経済が低迷したこと、それによ
り原油需要が大きく減少したことが要因となり料金は増加したが、使用量はほぼ達成できた。

工事施工は自然環境に負荷をかけない様に、施工計画書や工程管理を実施
工事によって発生する環境への影響を評価予測する（環境影響評価の実施）

工事施工によって排出する廃棄物・関係配水が環境への負担をかける汚染部質が含まれていな
いかその排出量を低減していく。

ガソリン・軽油なども前述したとおりの要因で価格の上昇に歯止めがかからなくなった、長野県は
全国でも1番と言われるような高価格で建設事業者にとっては痛手となった1年半でした。使用量
に関しては工事件数増加により、小諸本社、松本事業書間の従業員の移動もあり、使用量が増加
した。

今冬期は大きな寒波もなく冬初期に寒かったので、多少増加した。

上水道も前年比137.1％の使用料となった、洗車などの水を水道水に使われたのが要因。塩カル
の散布した道路の通行の為帰社時の洗車などが要因、下水道の水量も水道水の比例として現れ
た。

廃棄物が多くなったのは廃プラが増えた要因、梱包された中に多く含まれたプラスチックが要因
か。夏季の従業員の熱中対策として、ペットボトルを冷凍して提供したことの要因か。今後は使用
する水の使い方に工夫を凝らした対策が必要と感じた。
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10．環境経営活動の結果と評価、次年度の取り組み

◎よくできた　○まあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評価

１．環境経営レポート

　・昼休みの節電（消灯） ◎

◎

　・待機電気機器のスイッチ節電 △

　・節電ラベルの貼付 ◎ 電機やＰＣ付近に節電ステッカー等貼付ける

２．ガソリン使用量の削減（基準年比２％削減） ○

　・社有車の日常点検、従業員車　２回/年 ◎

　・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止） △

　・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗） ◎

３．軽油使用量の削減（基準年比２％削減） ◎

４．LPG使用量の削減　(基準年比３%削減） ◎

　・夏季の手洗いは水使用 ○

　・使用量、使用料金の把握と掲示 ◎

５．一般廃棄物の削減（基準年比２％削減） ○

　・分別と再生利用の促進 ◎

　・計量と分別状況の点検 ◎

　・ゴミ箱周辺の見回りチェック ◎

６．水使用量削減 （基準年比１％削減） △

　・節水ラベル貼付 ◎

　・洗車頻度の見直し ○

７．法令遵守

　・騒音・粉塵飛散・過積載防止 ◎

８．環境保全活動の推進

　・会社周辺のゴミ拾い　（２回/年） ◎

９．身の回りの業務効率化対策

　・職場の整理・整頓（３カ月毎） ○

　・ゴミ分別案内の貼付 ◎

　・電子機器の電源OFFラベル貼付 ×

不要な書類の整理を行えた

今後も持続して取り組みたい

消灯できた

社員全員参加

今後も継続して取り組みたい

事務員では判断が難しいため、毎回工事従事者に
一緒に整理をして頂くようにする

電気のスイッチ付近に貼付けた

管理上切れない電源もあった

猛暑日もあり、夏期の稼働時間は長くなっ
たが、温度は達成できた

古い機器等、電源の切れない物もあり対策が必要

どれがどの電源かを把握できるように分別する

今後も持続して取り組みたい

達成できた

年末、お盆前の2回洗車を行う際、出しっぱなしなど
無いよう、気を付ける

今後も継続して取り組みたい

今後も継続して取り組みたい

今後も継続して取り組みたい

目で見て解るように、注意喚起していく

継続事業としている

今後も持続して取り組みたい

活 動 計 画 取  組  の　結  果 次年度の取組

原因追及に努める水道使用量は増加傾向にある

使用頻度は少ない 今後も持続して取り組みたい

人員は変わらずなので、原因追及に努める一般ごみは増加傾向にある

できた

業
務
改
善

廃
棄
物
削
減

用
水

達成できた 今後も継続していきたい

環
境
に
配
慮

し
た
工
事

冬季は雨水は凍ってしまい、塩カルなどが付着する
ので水道水での洗車は避けられない

貼付した

ゴミの日にチェックしている

毎月エコアクションの表を通じて把握でき
た

分別がうまくできておらず、捨てる時に仕
分けするのが大変

各現場特性から法務リスク、市域住民への
保全を踏査・特定し遵守した

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

社
会
貢
献

日常点検とアイドリングストップはできた 昨年同様、車両の適正な管理に取り組む

毎月エコアクションの表を通じて把握でき
た

今年残念ながら車両事故はあった

タイヤ交換時に点検をして頂いた

除雪作業の減少により、消費量は減った

　・エアコンの温度設定冷房26℃～28℃、暖房20℃～22℃

今後も持続して取り組みたい

運転する方に呼びかけを行う

今後も持続して取り組みたい

今後も持続して取り組みたい

-　9　-



11．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価、並びに違反及び訴訟の有無

　(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

　当社の業務に適用となる義務規定（一部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等とその主な内容

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類、等 判定

契約書 ・ 許可書 ○

（電子）マニフェスト ×

騒音防止法 空気圧縮機　(15Kw) 届出書 ✓

振動規制法 空気圧縮機　(15Kw) 届出書 ✓

消防法（危険物） 消防署への届出、灯油の防油提、 現地点検記録 ○

建設リサイクル法 対象建設工事の分別計画書の届け 届出書 ○

水質汚濁防止法 浄化槽 点検表 ○

　(２) 違反及び訴訟の有無

　上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守していることを

確認しました。

また、過去3 年間、関係各機関から特に指摘・指導は無く、訴訟もありませんでした。

12．経営者の見直し評価と指示

【取り組みの概要と今後の取組】
環境負荷への取組・・・・・・・・・ 環境に関する方針や目標を会社が設定し達成に向けて取り組んでいきたい。

法　令　遵　守・・・・・・・・・・・・・ 法令の周知・研修の実施など従業員に対して法令の理解と遵守を徹底する

災害防止と事故ゼロへ・・・・・・ 自社の安全活動等を社会に発信安全旗・標語の掲示・安全関係資料の配布

【取り組みの評価と今後の取組と対策】

２０２３年度は全社スタートの為、基準値の見直しを行い、２０２２年度を基準とする事にした。

エコアクション21・SDGｓ持続可能な開発目標などを通じてこれからも、一歩踏み込んで環境への関心を深
めていきたい

注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：該当なし確認　　（―：判断なし）　

廃棄物処法
一般廃棄物、産業廃棄物（金属くず、廃
プラ、廃油等）の適正処理

エコアクション21を通じて今まで関心がなかった事に少しづつではあるが、目が向くようになったし、環境問
題が無視できないようになった

従業員に対し、内部統制の体制の整備・法令の周知・研修の実施などを実施し理解と遵守を取り組んで
いきたい
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13．活動事例紹介

市役所　高地トレーニングコースの除草

市役所都市計画課　高所作業車作業車と伐採工事

小諸市　降雪時の除雪
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